



A Study about Good Physical Education Classes:
Focused on University Studentsʼ Learned Situation in Junior High School
Keiko KIYAMA and Kanako KUNIYASU
群馬大学教育学部紀要　芸術・技術・体育・生活科学編
第 55巻　43―53頁 2020 別刷
群馬大学教育学部紀要　自然科学編







（2019 年 9 月 25 日受理）
A Study about Good Physical Education Classes:
Focused on University Studentsʼ Learned Situation in Junior High School
Keiko KIYAMA and Kanako KUNIYASU
Faculty of Education, Health and Physical Education, Gunma University




























　群馬大学の 1 年生 267 名、及び群馬大学教育学部保健体育専攻の 1～4 年生 56 名、の計 323 名である。授
業の際に質問紙を配布し、調査の主旨に同意を得られた者を対象とした。
２．調査期日



























　群馬大学の教育学部、社会情報学部、理工学部、医学部の 1 年生 267 名、教育学部保健体育専攻の 1～4
年生 56 名、計 323 名から回答を得た。
１．個人に関すること
１─１．所属学部
　教育学部（保健体育専攻を除く）は 47 名（14.6％）、社会情報学部は 27 名（8.4％）、理工学部は 120 名
（37.2％）、医学部は 73 名（22.6％）、保健体育専攻は 56 名（17.3％）であった。
１─２．性別
　男性は 158 人（48.9％）、女性は 165 人（51.1％）であった。
１─３．部活動経験
　中学校において、運動部に所属していた者が 246 人（76.2％）、文化部に所属していた者が 69 人（21.4％）、
部活動に所属していなかった者が 8 人（2.5％）であった。中学校において、運動部に所属していた者は全
体の約 4 分の 3 を占めた。
２．体育に関すること
２─１．体育はどのような教科か





















教育 36.2 44.7 72.3 57.4 63.8 59.6 72.3 66.0 66.0
社会情報 37.0 55.6 55.6 33.3 55.6 51.9 51.9 59.3 63.0
理工 26.7 40.8 54.2 52.5 47.5 52.5 47.5 54.2 51.7
医 49.3 60.3 72.6 65.8 60.3 50.7 72.6 71.2 67.1















・「 4 ．学校の勉強の中で大切な教科」では、保健体育専攻は 8 割に届かず、教育学部も 6 割にとどまった。
また、社会情報学部では 3 割とかなり低い割合であった。









・「 1 ．健康なからだをつくり、体力をつける」においては、全ての学部で 9 割を超える結果となった。
・「 3 ．運動技能を身に付ける」「 9 ．いろいろなからだの動かし方をできるようにする」「11．体を動かす
ことのおもしろさを身に付ける」という 3 つの項目において、全ての学部で 8 割を超える結果であった。





























教育 97.9 89.4 91.5 80.9 89.4 89.4 85.1 76.6 89.4 72.3 89.4
社会情報 92.6 77.8 92.6 74.1 88.9 66.7 74.1 59.3 85.2 55.6 81.5
理工 96.7 85.0 84.2 70.0 78.3 66.7 77.5 65.8 83.3 60.8 83.3
医 100.0 97.3 90.4 83.6 90.4 87.7 90.4 80.8 91.8 79.5 93.2


















・「 1 ．十分に運動する時間をとってくれた」においては、全ての学部で 9 割を超える結果であった。
・「 2 ．ていねいに教えてくれた」においては、8 割を超えていたのが教育学部のみで、保健体育専攻は 6
割に満たなかった。
・「 3 ．やる気を起こさせてくれた」においては、8 割を超えていたのが教育学部のみであった。社会情報
学部と理工学部では 6 割に届かなかった。
２─４．授業中の教師の対応


















教育 91.5 83.0 83.0 95.7 91.5 87.2 85.1
社会情報 96.3 74.1 59.3 77.8 85.2 81.5 81.5
理工 90.0 70.0 57.5 86.7 79.2 72.5 66.7
医 90.4 78.1 68.5 95.9 84.9 86.3 82.2












・「 1 ．技術やルールを教えてくれた」においては、全ての学部で約 9 割と高い割合を示した。











教育 社会情報 理工 医 保健体育
増やしたほうがよい 7（14.9） 2（ 7.4） 6（ 5.0） 7（ 9.6） 19（33.9） 41（12.7）
このままでよい 37（78.7） 21（77.8） 103（85.8） 61（83.6） 37（66.1） 259（80.2）
減らしたほうがよい 3（ 6.4） 2（ 7.4） 8（ 6.7） 4（ 5.5） 0 17（ 5.3）













教育 93.6 85.1 80.9 51.1
社会情報 92.6 74.1 66.7 48.1
理工 88.3 74.2 58.3 44.2
医 89.0 79.5 75.3 61.6







教育 社会情報 理工 医 保健体育
図４　体育の先生は授業中どのように指導してくれたか
木　山　慶　子・國　安　花菜子48








・「 1 ．授業がおもしろい」「 2 ．授業の雰囲気がよい」を選択した者が多かった。
・保健体育専攻以外の 4 つの学部では、「 7 ．やりたい種目を自分で選択して行うことができる」を選択し
た者も多かった。
２─７．体育における「学力」とはどのような力であると思うか


































教育 70.2 89.4 38.3 19.1 2.1 2.1 55.3 0.0 17.0 72.3 2.1
社会情報 77.8 74.1 22.2 25.9 0.7 3.7 51.9 0.0 29.6 3.7 3.7
理工 65.0 80.8 28.3 21.7 10.0 1.7 57.5 1.7 19.2 5.8 1.7
医 75.3 89.0 31.5 12.3 8.2 1.4 60.3 0.0 15.1 5.5 1.4



























・「考える力」について、保健体育専攻では 9 割を超え、教育学部では 7 割近くとなったが、社会情報学部、
理工学部、医学部の 3 学部では、5 割にとどまった。
・「伝え合う力」については、保健体育専攻及び教育学部では 7 割を超えたが、社会情報学部、理工学部、
医学部においては、5 割程度の結果となった。
・「理解する力」については、保健体育専攻では 3 分の 2 を超えたが、社会情報学部では 3 割に満たなかった。






教育 59.6 55.3 53.2 31.9 14.9 0.0
社会情報 55.6 40.7 33.3 40.7 3.7 7.4
理工 59.2 49.2 48.3 36.7 9.2 3.3
医 53.4 58.9 42.5 45.2 6.8 2.7































が 7 割を超えた。また、保健体育専攻以外の 4 つの学部では、「授業の雰囲気がよい」「やりたい種目を自
分で選択して行うことができる」を選択した者の割合も高かった。






教育 68.1 70.2 57.4 25.5 14.9 0.0
社会情報 48.1 44.4 29.6 40.7 3.7 3.7
理工 53.3 55.0 39.2 36.7 9.2 3.3
医 49.3 58.9 37.0 39.7 6.8 2.7
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